
既存の枠を超えて未来をつくり出すこと 

それが立命館のアイデンティティー 

 

 
 

 ２０１８.１１．２１ ＜計１枚＞ 

長浜市政記者クラブ加盟各社 各位                       

立命館大学広報課    

映像学部は、昭和モダンな街並みで観光地として有名な滋賀県長浜市黒壁地区にて立命館映

像展を開催いたします。 

 

本企画は、国内でも珍しい総合大学の芸術学部である映像学部と黒壁地区 30 周年記念事業

のコラボレーションによる展示発表会です。VR/MR、ゲーム、メディアアート、映像ライブパフォーマ

ンスなど、ジャンルごとに 14 点の作品を曳山博物館内に展示します。伝統ある街並みと映像が融

合するアート作品を、幅広い年代の方々にご覧いただければ幸いです。 

 

記 

 
日 程 ： 2018 年 11 月 24 日（土）  13:00～19:00 

 2018 年 11 月 25 日（日）  10:00～16:00 

会 場 ： 曳山博物館（伝承スタジオ）   滋賀県長浜市元浜町 14-8 

入 場 料 ： 無料 

展示作品  ： 【VR/MR】  

プログラミングをキーボードやマウスを使用することなく、直接手で触りながら学習

できる作品など、ヴァーチャルリアリティを体験できる 4 つの作品を出展します。 

           【メディアアート】  

自動車の操作でリズムを自在に操ることができるリズムマシンや使用するとノート

に「何か」 が起こる不思議なペンなどワクワクする 6 つの作品を出展します。 

       【ゲーム】  

一 度 に 12 人 がコントローラーを操 作 し、一 つのゲームに力 を合 わせて挑 む

「CLASS COMPUTER」を出展します。 

       【映像ライブパフォーマンス】  

モーショングラフィックスや短編映画の上映、そして光と音楽を融合させたマシン

によるライブパフォーマンスなど 3 つの作品を出展します。 

主 催 ： 立命館大学映像学部 

 

以上 

 
●取材・内容についてのお問い合わせ先 

立命館大学映像学部事務室 担当：柏原 

TEL. 075-465-1990 

http://www.ritsumei.ac.jp/ 

 

伝統の街と映像の融合 

滋賀県長浜市黒壁地区で「立命館映像展」を開催 

 


